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【社長近影/平成30年6月27日 第15回定時株主総会】

title：
第15回定時株主総会報告

平成30年6月27日、ホテル日航大分オアシスタ
ワーにて第15回定時株主総会を開催いたしまし
た。
当社は先般東証一部に鞍替え上場を果たし、4月

には一般社団法人日本経済団体連合会（経団連）に
も入会をいたしました。当期は札幌支店、岡山支店
を出店し、北海道、中国地方で新規営業を開始する
とともに、茨城支店、東京西支店を出店し、首都圏エ
リアでのさらなる営業拡大に取り組みました。
また、営業拡大に伴う代位弁済立替金の増加に対
応するため、引き続き債権管理業務の集約化など債
権管理体制の強化に注力してまいりました。さら
に、事業者向けの新プラン「J-AKINAI」の提供を開

始し、営業チャネルの拡大に取り組みました。　　
民法改正により連帯保証人の極度額設定の義務
化や、敷金返還や原状回復のルールの明確化され、
家賃債務保証へのニーズはよりいっそう高まるも
のと予想されております。
当社は、今後も外部企業とのアライアンス強化に
もチャレンジし、「生活サポートの総合商社」とし
て、社会に貢献できるよう、役職員一同、一層の企業
努力に邁進してまいります。

平成30年7月25日
ジェイリース株式会社

代表取締役社長　ＣＥＯ　中島　拓

株主総会の様子 取締役・監査役一同

役員就任ご挨拶

取締役副社長／執行役員　日野　真俊（渉外担当）
　この度、引き続いて、ジェイリース株式会社の取締役副社長並びにあすみらい株式会
社の代表取締役社長を拝命いたしました。その重責に改めて身の引き締まる思いがし
ております。ジェイリースにおいては、一昨年の東証マザーズ上場後１年９ヶ月という速
さで本年３月に念願の東証一部上場を果たすことが出来ましたが、この上は、名実とも
に東証一部上場企業に相応しい実力と風格を兼ね備えた企業へ発展させていかねば
なりません。一方、あすみらいにおいては、定住外国人が増加傾向にある中、外国人向け
の不動産事業の更なる拡大を図り、確固とした営業基盤を確立させることが大きな課
題であります。
　環境の変化に即応し、全役職員の英知と努力を結集させて更なる高みを目指した
ジェイリースグループを共に築いていきましょう。
　私自身も初心に立ち返り、「ＣＨＡＮＧＥ ＤＮＡ」のスローガンの下、「熱意」「誠意」「創
意」をモットーに一意専心、取り組んでいく所存です。１年間、どうぞ皆さまのご協力、ご
支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

取締役副社長／執行役員　中島　土
（審査本部長／渉外担当／コンプライアンスリスク管理担当）
　この度、取締役副社長執行役員の職をお預かりすることとなり、社員の皆さんとお客
様の幸せを創る使命に改めて身が引き締まる思いでおります。
　審査本部長といたしましては、ＡＩを活用した審査自動化の推進による業務効率化と
審査精度の更なる向上を図る施策を、各本部と連携しながら大胆に進めてまいります。
また、新たな役割の渉外担当としては、これまで培った人的ネットワークを活かし、全方
向のアライアンス構築を模索することで、多方面とのシナジーを図ってまいります。更
に、コンプライアンスリスク管理担当としては、社のガバナンスを最大化し、受け身では
なく攻めの委員会運営によって、社員の皆さんがより安心して働ける職場環境を構築し
てまいります。
　東証一部上場企業としての矜持と責任を胸に、自らの役割に全力を尽くしてまいりま
すので、１年間何卒よろしくお願い申し上げます。

取締役専務／執行役員　中島　重治（経営企画本部長）
　当社は今年３月に東証一部に上場し、国内最高峰の株式市場への仲間入りを果たすこ
とができました。しかしながら、東証一部上場企業は2,000社超あり、当社の現在地は、
「まだまだこれから。」といったところにあります。
　現在地の客観的な評価は、「株価（時価総額）」でありますが、これを向上させるには、業
績はもちろん、将来性や発展性、更には役社員に対する外部評価や社内社員満足も含め、
総合的かつ複合的な成長を図っていく必要があります。
　私が担当している経営企画本部は、当社全体の方向性、事業計画、その遂行状況の管
理、更には投資家等の外部の方々へ当社を適切に理解いただくためのIR活動等、会社の
現在地を向上させるために非常に重要な役割を担っております。
　これからも当社の発展のため、取り巻く環境、社内外から得られる情報を踏まえ、当社
が最善の結果を得られるよう、会社全体で協力しながら取り組んでまいりたいと思います
ので、今後ともよろしくお願いいたします。

平成30年6月27日に開催いたしました第15回定時株主総会において役員・監査役が選任され、総会後開催された臨時取
締役会において下記のとおり就任いたしました。
当社は「生活サポートの総合商社」として皆さまのサポートをすべく、勇往邁進してまいります。今後ともより一層のご指
導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

簡単ではございますが、就任の挨拶を紹介させていただきます。
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（於：ジェイリース大分本社応接室　左 /大分FC榎社長　右 /ジェイリース 中島社長）

中島　拓（なかしま ひらく）
大分県大分市出身
1957年生
1980年3月　中央大学法学部卒
2004年3月　ジェイリース株式会社設立
   代表取締役社長就任（現任）
2016年7月　大分南ロータリークラブ
   2016 - 2017年度第39代会長就任
（著書）
「検証　過払い」
「お金を使う人　お金に使われる人」
「よくわかる！　家賃債務保証の知識」

大胡田 誠（おおごだ　まこと）
静岡県中伊豆町出身
1977年生
2000年3月　慶応義塾大学法学部 卒
2004年4月　慶応義塾大学大学院法務研究科
                     （法科大学院）入学
2006年3月　慶応義塾大学大学院法務研究科
                     （法科大学院）卒業
2006年9月　司法試験合格
2007年12月  渋谷シビック法律事務所 入所
2013年４月　つくし総合法律事務所 入所（現在）

トップ会談
～視覚障がい者の社会参加を考える～

取締役専務／執行役員　加藤　直（渉外担当）
　この度、取締役専務を拝命いたしました加藤直と申します。どうぞ皆さまよろしくお願
いいたします。
　見事東証一部上場を果たした記念すべき年に、重責を拝命することとなり身の引き締
まる思いです。
　社会貢献・地域貢献あっての企業であるとの社長の理念に感銘し、縁あって仲間入りさ
せていただくこととなりました。社長の提唱されている「CHANGE DNA」の旗頭となる
べく先頭を切っていく覚悟です。ですがその為には変えねばならないDNAは何か、残すべ
きDNAは何かを突きとめねばならないと思っています。皆さんの力をお借りしたいと思っ
ています。
　当社は東証一部上場企業の中では歴史も浅く、規模も小さい会社です。ですが、その分
若く元気で伸びしろのある会社であるということだと思っています。皆で力をあわせ各ス
テークホルダーの負託に応えるべく大きく成長していきましょう。今後ともよろしくお願
いいたします。

取締役常務／執行役員　吉田　安弘（事業本部長）
　ご縁をいただきジェイリースに入社させていただいた日からONE FOR ALL / ALL　
FOR ONEの精神でまわりの皆さまに支えられ共に前進したあっという間の5年間でご
ざいました。この度は記念すべき東証一部鞍替えの年に、取締役常務事業本部長を拝命
させていただき身の引き締まる思いでございます。　　　
　CHANGE DNA元年に「営業統括部」と「債権管理統括部」の２つの統括部からなる新
たな事業本部の機能強化を必ず実現するために事業本部長として全身全霊をもって勇往
邁進してまいります。ジェイリースの大番頭として永年ご活躍された山岡前副社長から事
業本部のバトンを引き継ぐことを真摯に受け止め百年企業へ繋げるこのバトンを次世代
へ渡すために今後も全力で駆け抜けて行きます。　
　人生は1度しかありません。日々、前向きポジティブをモットーにこれからも全力疾走で
取組んでまいりますので、どうかよろしくお願いいたします。

社外取締役　首藤　浩
（株式会社あいるコンサルティングファーム 代表取締役）
　私は、この程開催された株主総会にて、昨年に引き続き社外取締役を拝命いたしました
首藤浩と申します。現在は、システム関係、社員教育関係と企画立案やプロジェクト推進
関係を主とした経営コンサルタントとして大分市内を中心に活動しております。
　昨期は、東京証券取引所第一部への上場を果たし、業界にて抜群の成長力を発揮しつ
つ、全国展開を図るジェイリースの皆さまとのご縁を再度いただきましたことを有難きこ
とと感謝申し上げますとともに、その責任の重さに身の引き締まる思いがしております。
　これまでの経験をもとに、「皆さまの成長のお手伝い」というコンサルタントとしての理
念を実現化しつつ、皆さまお一人お一人のさらなる発展に少しでもお役に立てるように粉
骨砕身、全力で重責を果たすべく、その職務を全うしてまいる所存でおります。今後とも、
よろしくお願いいたします。

社外取締役　堂下　浩
（東京情報大学 総合情報学部・教授）
　この度、株主総会におきまして取締役を命じられました堂下浩です。引き続き、社外取
締役としての責務に邁進してゆく決意でございます。
　さて、当社の株式は本年3月にマザーズ市場から市場第一部へ市場変更され、従前以上
に不特定多数の株主を受け入れることとなりました。今後は当社が外国人株主やモノ言う
株主といった投資家から注目されることで、社外取締役には「経営の監督」という機能を
一段と求められてくる筈です。一方で、経営者からは継続して「経営に対する助言」という
機能も期待されることでしょう。これら両者の機能をバランスよく果たしながら、学者出
身という専門知識の強みを最大限発揮した上で、当社が家賃債務保証業界におけるリー
ダーとして発展するよう、社外取締役としての職務を全うしていく所存です。どうぞよろし
くお願いいたします。

中島社長
本日はお忙しいところお越しいただき、ありがとうございます。

大胡田先生には当社の業務面でも大変お世話になっており重ねて
お礼を申し上げます。
大胡田先生

こちらこそいつもお世話になっております。ジェイリースさんの
ご活躍は様々なメディアで拝見しています。本日はお招きいただき
光栄です、よろしくお願いいたします。
中島社長

さて、大胡田先生は視覚障がいに屈することなく大変な努力をさ
れ、司法試験に合格し弁護士になれらたんですね。弁護士を志した
動機をお聞かせください。
大胡田先生

私は先天性緑内障を患って産まれました。この障がいは新生児の
２万～３万人に１人くらいに見られる遺伝性のもので、成人する前
に視力を失う確立が高い病です。私も徐々に視力を失っていき、12
歳で失明しました。眼が見えなくなったことは、まだ幼かった私に
は受け入れ難い現実で、しばらくは自暴自棄になってしまいまし
た。あれは中学校２年生の夏休みだったと思います。図書館で本を
探していましたら、偶然日本で初めて点字で司法試験に合格した全
盲の弁護士、竹下義樹先生の『ぶつかって、ぶつかって。』という書
籍を見つけそれを読んで大きな衝撃を受けました。私は視力を失っ
たことで、人生のあらゆる可能性が閉ざされたと思っていました。
しかし、私も努力をすれば、弁護士という社会的責任の重い職業に
就くことができる、誰かの助けになれる。そうすれば失明したこと
によって自然と持ってしまった、自分が他人より劣った存在である
というコンプレックスから開放されるかもしれないと考えました。
それから挫折を繰り返しながら、大学、大学院に進学し、８年間で５
回の司法試験を受け、日本で３人目の全盲の弁護士になりました。

中島社長
そうですか、先生の大変なご努力に敬意を表します。また、大学

受験や国家試験においても、視覚障がい者への門戸が開かれるよう
になったのは素晴らしいことだと思います。
大胡田先生

その当時、視覚障がい者にとって一般大学の受験は大変なことで
した。受験勉強をしたくても、教材が点字になっていないことが多
く、たくさんのボランティアに点訳をお願いし、点字の教材を用意
することから始めなければなりません。点字受験をさせてくれる大
学も限定されているので、色々な大学にお願いに伺いましたが、「安
全が保証できないから駄目」「今年は準備が間に合わないからまた
来年」、などと断られてしまうケースも多くありました。そのような
中で慶応義塾大学法学部は点字での試験を認めてくれました。あり
がたかったですね。
中島社長

なるほど、そういった苦労も乗り越え進学され、司法試験にも見
事合格。一般の方とは違うキャリアを積み重ねてこられた弁護士と
して、この経験が仕事に役立っていることも多いのではないでしょ
うか。
大胡田先生

私自身、障がいを持っていることで、差別を受けたり、苦労をし
てきました。ですから、トラブルを抱えて相談に来てくれた方の想
いを理解する、寄り添うという面で、大変役立っています。弁護士と
して法律的な支えのみならず、精神的な支えになることができるこ
とが私の強みのひとつです。

また、全盲の弁護士の頑張る姿が、トラブルを抱え自暴自棄に
なっている相談者が人生を前向きに捉え直す、ポジティブなメッ
セージになることがあります。以前、担当した刑事事件で実刑に
なった方より刑務所から手紙が届きました。裁判の際に大変お世話
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になったので、いまは刑務所で点訳の作業をしているという内容で
した。あれはとてもうれしい出来事でしたね。
中島社長

素晴らしいことです。眼の代わりに心でモノを見たり感じること
がたくさんあり、それが弁護士という仕事に活かされているという
ことですね。障がいを持ちながらも活躍する大胡田先生の姿に、相
談者をはじめ多くの方々が励まされていることと思います。
大胡田先生

弁護士という職業に限らず、障がいを持ちながらも活躍している
方は多くいらっしゃいますし、活躍できる力を秘めている方も多く
います。しかし、社会の理解が十分でないことから、活躍する場を持
てない、雇用に結びつかないのが現状です。
中島社長

当社も視覚障がい者を積極的に雇用していますが、彼らはよく頑
張ってくれています。 
大胡田先生

もちろん、努力だけでは乗り越えられないことも多くあります
ので、周りの皆さんに配慮していただくことは必要だと思っていま
す。しかし、これまで「視覚障がい者は情報障がい者」と言われてい
ましたが、昨今ではＩＴの進歩により、視覚障がい者と正眼者の情報
格差が縮まりました。企業側にはこういった点に目を向けてもらい
たいですね。

また、これは賃貸住宅に関する話ですが、私が大学に入学する際
に一人暮らしの賃貸を探していたときのことです。私が入居を申し
込むと「段差が危ない」「火が出たら危ない」という理由で何度も断
られました。これは健常者が障がい者を十分に理解していないか
ら起きる事象だと思います。視覚障がい者が火事を起こしやすいと
いうデータは存在しませんし、生活に不便しない程度の訓練は受け
ています。危険な段差は位置を覚えてしまいますし、逆に部屋を把
握する上での目印になることもあります。理解しようとしてくれな
いやるせなさにとても傷ついた思い出があります。
中島社長

障がいによる物理的な壁よりも、周りの方が理解してくれない、
心理的な壁が、障がい者を苦しめているということですね。入居の
トラブルはその中の一例かもしれませんが、我々は創業以来、家賃
保証を通して、障がい者の社会参加の手助けを行ってきました。特
に障がい者、高齢者、外国人への家賃保証は、我々の得意なフィール
ドだと言えます。
大胡田先生

ジェイリースさんの特色は良く存じております。ありがとうござ
います。

もう一つ、ハードとソフトという視点で言いますと、いくら障が
い者保護の法律をつくっても、個々の中にある心のバリアを壊さな
ければ、差別はなくなりません。ここで重要なことは健常者と障が
い者の対話です。このケースであれば、不動産屋さんに「ガスの処
理はどうするんですか」と質問をしてほしいのです。そして障がい
者側も「生活訓練で使い方はならっています」と、不動産屋さんを
安心させる答えを出す必要があります。
中島社長

対話を重ね理解しあうことは非常に重要ですね。 
大胡田先生

健常者と障がい者の共生社会を実現するには、お互いが一歩踏
み出し理解しようとすることが重要だと感じています。話は違いま
すが、日本の中に障がい者が何人いるか、ご存知でしょうか。約860
万人です。これは日本中の佐藤さん、鈴木さん、高橋さん、田中さん
をすべて足した数より多いんです。

駅や会社、学校など、人が集まれば、中には先ほどの苗字の方が
一定数はいそうなイメージですが、街中を見渡しても、駅や会社、学
校などにそれほど障がい者は見かけないですよね。こう考えると社
会の中に障がい者が活躍することを阻んでいる見えないバリアが
まだまだあることが実感させられると思います。
中島社長

約860万人の障がい者がいることは知っていましたが、苗字で
例えると想像より多く感じますね。
大胡田先生

障がい者を受け入れることはまだまだ負担や義務として捉えら
れがちですが、実は障がい者をはじめとする多様な価値観を受け入
れるということは、社会全体の活性化に直結します。最近アメリカ
の社会学者リチャード・フロリダの「クリエイティブ資本論」とい
う本を読みました。彼はクリエイティブな活動をする共同体の必要
条件は、Talent、（才能）、Technology（技術）、Tolerance（寛容性）
の、３つのＴだと述べています。彼は社会学者としてアメリカの色
んな都市を研究しましたが、シリコンバレーやニューヨークなどと
いったクリエイティブな活動をしている地域はLGBT（性的少数者）
の割合が高いそうです。これは地域社会に寛容さがあることを表し
ています。そういった面では、日本の社会にはまだまだ多様性に対
する寛容さが不足しているように感じます。
中島社長

それは社会においても企業においても言える事ですね。障がい者
やLGBT など少数派の方々は自ら表に出ることは少ない。だからこ
そ、当社はそういった方へ対する理解の深い会社にしていきたいと
思っています。

また、当社は「挑戦した結果の敗者にセカンドチャンスを」をテー
マに、活発な意見や多様な価値観を認め合う風土の醸成をスローガ
ンにしています。
大胡田先生

ジェイリースさんのような会社、中島社長のような理解ある経営
者が今後ますます増えることが、日本の社会活性化の道筋であると
思います。
中島社長

私はこの４月に皆さまの協力をいただき、「一般財団法人中島拓
奨学基金」を設立しました。この財団は、人生の半ばで視覚障がいに
陥った方々を対象に、その様々な方々の社会復帰のため、返済義務
のない奨学金を提供します。視覚に障がいがあっても、学びたい学
校に行ける、就きたい職業に就ける、そういった社会の実現に向け
て微力ながら活動したいと考えております。また、大胡田先生には
当財団の理事をお引き受けいただき、ありがとうございました。
大胡田先生

このような素晴らしい活動に携わる機会をいただき、大変光栄に
思っております。私自身、学生時代は奨学金に救われていました。障
がい者が社会で活躍する上で、教育は大きな武器になります。中島
社長をはじめ本財団法人の皆さまのおかげで多くの障がい者が社
会参加する機会を得ることでしょう。
中島社長

ありがとうございます。今後ともお力添えをお願いいたします。
大胡田先生

いまは健康な方でも、いつ事故や病気で障がいを持つことになる
かわかりません。障がい者が活躍できる社会は、健常者が安心でき
る社会でもあります。そんな社会を目指して私も頑張ってまいりま
す。
中島社長

本日はありがとうございました。
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元ロッテの里崎は野球選手だったとは思えない口達者。お笑い芸人が「送りバント下手なプロ多いです
ね。高校生の方が上手いじゃないですか？」と質問したところ、「プロに来るのはエースで４番みたいの
ばっかで、高校時代にバントしているのなんか来ませんよ」。
なるほど。犠牲バントでギネスに登録されている元巨人の川合も高校時代はピッチャーでした。大リー
グに行った大谷のバントも記憶にありません。それにしても犠牲バントとはよく言ったものです。
野球は個人競技ではありませんからチーム一丸となって勝利を目指すのは当然。とはいっても打席に
立ったら思いっきりバット振りたいだろうな、とは想像です。それをやっているのが去年くらいからメキ
メキ出てきた西武の山川。空振りでヘルメットを飛ばして、三振しても、とにかく表情が明るい。
試合後のヒーローインタビューでのやりとり。「チーム絶好調ですね。ベンチのムードいいですか？　
声でてますか？」「別に変わらないですね。プロですから。やることやればいいんです」。あのドカベンのよ
うな体形と笑顔でいうから許されるのであって、普通の選手なら顰蹙を買いそうなコメントです。
さて、サッカー。３連敗を予想していた専門家もいたくらいで、まったく期待されていなかった西野
ジャパンが予選リーグを突破しました。
サッカーの勝ち負けは選手個々の力もさることながら、戦術も大きな要素。どんなスーパースターがい
たとしても１人では絶対に勝てません。またスーパースターもチームの一員として走り回らなければ
チームは機能しません。
その点、野球はエースで４番のスーパースターがいれば、彼１人で勝つことができます。投げてはバッ

トに当てさせず、打ってはスタンドに運べばそれで試合終了です。そうはいっても犠牲バントをする選手
がいて、守備でもカバーを怠らない選手のいるチームが優勝することが多いものです。
高校野球型チーム、西武型プロチーム、サッカー型チームプレー、どれが好きですか？
以下、蛇足。この原稿が出るころはワールドカップの結果がでています。わが日本代表は、ひとつくらい
勝てたかな。プロなんだからやっぱり華のある試合をしてほしいですね。

放送大学非常勤講師　水上　宏明 氏

チームプレー

今年の夏も暑い！

たくさん食べて、しっかり寝て、元気で過ごしましょう!
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